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原
地
区
の
今
後
に
つ
い
て

　

本
年
度
よ
り
原
地
区
連
合
自
治

会
会
長
に
就
任
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
山
本
幸
平
で
す
。

　

連
合
自
治
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
委
員
会
の
活
動
の
目
的
で
あ

る
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く

り
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
通
し
て
相
互
の
交
流
も
は

か
れ
る
よ
う
、
活
発
な
活
動
を
心

が
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
に

よ
り
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
大
き

く
変
わ
り
、
自
治
会
活
動
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
求
め
る
ニ
ー
ズ

が
変
わ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
地

域
住
民
の
高
齢
化
と
同
時
に
、
役

員
も
高
齢
化
が
進
み
、
担
い
手
の

確
保
が
難
し
い
状
況
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

自
治
会
活
動
に
は
魅
力
や
メ
リ

ッ
ト
が
な
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
住
民
同
士
で
の
助
け
合
い
、

住
み
よ
い
町
に
す
る
た
め
に
は
必

要
な
組
織
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
継

続
し
て
い
く
た
め
に
自
治
会
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
メ
リ
ッ
ト
を

も
う
一
度
考
え
て
戴
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

■
地
域
の
人
と
交
流
で
き
る

地
域
活
動
目
的
の
一
つ
が
、
地
域

住
民
の
交
流
で
す
。
お
祭
り
・
運

動
会
・
餅
つ
き
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
清
掃
な
ど
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
顔
を
合
わ

せ
て
い
る
う
ち
に
親
し
く
な
り
、

個
人
的
に
交
流
が
始
ま
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
地
域
と
学
校
の
連

帯
・
協
働
に
よ
る
教
育
で
す
。

■
災
害
時
の
助
け
合
い
に
つ
な
が

る災
害
時
に
は
住
民
同
士
の
助
け
合

い
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
大
規
模
な

災
害
が
発
生
し
た
直
後
は
公
共
の

支
援
が
届
き
に
く
い
だ
け
で
な
く
、

情
報
が
混
乱
し
や
す
い
状
況
で
す
。

普
段
か
ら
地
域
活
動
を
通
し
た
交

流
が
あ
れ
ば
、
避
難
所
や
支
援
な

ど
の
情
報
を
共
有
し
や
す
く
な
り

ま
す
。

　

新
た
な
自
治
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
に
向
け
住
民
皆
様
の
ご
理

解
と
協
力
を
賜
り
、
「
沼
津
一
住

み
よ
い
ま
ち
」
を
目
指
し
、
沼
津

市
商
工
会
・
学
校
・
連
合
自
治
会

と
の
協
働
に
よ
り
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
沼
津
市
商

工
会
の
益
々
の
発
展
を
祈
願
し
挨

拶
と
し
ま
す
。

5月16日 沼津市商工会 通常総代会
渡邊会長 挨拶
5月16日 沼津市商工会 通常総代会
渡邊会長 挨拶

原地区連合自治会

会長 山本 幸平

沼津市商工会　ホームページアドレス　http://www.numazu-s.or.jp
　　　　　　　メールアドレス　　　　info@numazu-s.or.jp

再生紙を使用しています。

指
導
員
だ
よ
り

　

先
日
開
催
の
総
代
会
資
料
に
も

記
載
の
と
お
り
、
本
会
の
今
年
度

の
事
業
計
画
の
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ

に
「
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
」
を
挙

げ
て
い
ま
す
。
元
々
の
流
れ
と
し

て
デ
ジ
タ
ル
化
の
波
は
押
し
寄
せ

て
き
て
は
い
た
の
で
す
が
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
様
々
な
シ
ー
ン
で
加

速
し
て
い
る
様
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

先
日
、
数
年
振
り
に
観
戦
し
た

Ｊ
リ
ー
グ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
の
風
景

も
が
ら
り
と
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

チ
ケ
ッ
ト
は
ス
マ
ホ
画
面
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
の
提
示
に
切
り
替
わ
り
ペ

ー
パ
ー
レ
ス
化
さ
れ
、
売
店
も
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
対
応
が
当
た

り
前
。
会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か

ら
決
済
の
電
子
音
が
聞
こ
え
て
い

た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

人
手
不
足
の
声
は
依
然
か
ら
耳

に
し
て
い
ま
し
た
が
、
業
務
の
効

率
化
と
併
せ
て
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ

て
一
気
に
加
速
し
た
印
象
で
す
。

　

商
工
会
で
も
、
最
も
身
近
な
デ

ジ
タ
ル
化
と
し
て
会
計
ソ
フ
ト
の

導
入
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
専

門
家
の
派
遣
等
可
能
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
相
談
い
た
だ
け
る
と
幸

い
で
す
。　
　
　

   

指
導
員
Ｎ
Ｋ

7月・8月の行事予定

沼津法人会原支部
めざします企業の繁栄
と社会への貢献

（公社）

7月 3日（月）理事会
7月10日（月）上期源泉納付期限
原支所
8月  5日（土）原・浮島ふるさと夏まつり
戸田支所
7月22日（土）戸田港まつり

風
水
害
見
舞
金
の

　
　
お
支
払
に
つ
い
て

新
会
員
の
ご
紹
介

事
業
所
名 

（
支
所
・
支
部
名
）

　

代
表
者
名　

業
種

大
嶽
創
建
（
植
田
）

　

大
嶽
慶
浩   

建
設
業

ス
ナ
ッ
ク 

セ
ブ
ン
（
戸
田
）

　

西
川
瞳　

飲
食
業

Ｇ　

Ａ
ｎ
ｚ
ａ
ｉ
㈱
（
浮
島
）

　

安
西
章
司　

建
設
業

髙
橋
マ
ッ
サ
ー
ジ
治
療
院
（
戸
田
）

　

髙
橋
昌
大　

療
術
業

　

６
月
２
日
の
大
雨
に
よ
り
、
原

・
浮
島
地
区
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
大
規
模
な
浸
水
被
害
が
発

生
し
、
事
業
に
支
障
を
生
じ
た
会

員
が
多
数
発
生
い
た
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
商
工
会
の
規

定
に
基
づ
き
、
左
記
の
と
お
り
見

舞
金
を
お
支
払
い
い
た
し
ま
す
。

【
対
象
者
】
床
上
浸
水
以
上
の
被

災
が
あ
っ
た
商
工
会
員

【
見
舞
金
の
額
】
５
，
０
０
０
円

【
手
続
き
方
法
】
対
象
者
は
7
月

末
ま
で
に
、
罹
災
証
明
書
（
コ
ピ

ー
可
）
を
沼
津
市
商
工
会
に
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
そ
の
場
で
見
舞
金

を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。 （

敬
称
略
）
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戸
田
港
ま
つ
り
開
催

　

戸
田
の
夏
の
風
物
詩
で
あ
る

「
第
44
回
戸
田
港
ま
つ
り
」
が
今

年
も
７
月
22
日
に
（
土
）
開
催
さ

れ
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や

フ
ィ
ナ
ー
レ
と
な
る
海
上
花
火
大

会
ま
で
盛
り
だ
く
さ
ん
の
１
日
と

な
っ
て
い
ま
す
。

 

青
年
部
主
催
の
『
海
上
段
ボ
ー

ル
レ
ー
ス
』
で
は
例
年
段
ボ
ー
ル

で
作
っ
た
船
に
よ
る
熱
い
レ
ー
ス

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
昨
年
は

直
前
の
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
現
在
レ
ー
ス
参
加
者
の

追
加
募
集
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
興
味
の
あ
る
方
は
商
工
会
戸
田

支
所
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 

沼
津
食
品
衛
生

協
会
戸
田
支
部
で

は
、
５
月
29
日
に

「
ま
な
板
再
生
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

戸
田
支
部
が
30
年

以
上
前
に
始
め
、

今
で
は
周
辺
の
食

品
衛
生
協
会
に
も

広
が
っ
て
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ

の
日
は
、
地
区
内

の
事
業
所
や
一
般

家
庭
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
合
わ

せ
て
54
枚
の
ま
な
板
を
磨
き
上
げ

ま
し
た
。

　

５
月
18
日
、
商
工
会
主
催
の
「

タ
カ
ア
シ
ガ
ニ
放
流
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
漁
獲
量
が
減
少
す
る

タ
カ
ア
シ
ガ
ニ
に
危
機
感
を
抱
い

た
地
元
有
志
に
よ
り
生
態
調
査
と

資
源
保
護
を
目
的
と
し
て
始
ま
り
、

そ
の
後
商
工
会
事
業
と
し
て
引
き

継
が
れ
、
ト
ロ
ー
ル
漁
の
禁
漁
期

間
が
始
ま
る
５
月
の
中
〜
下
旬
に

か
け
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

ま
た
今
年
も
地
元
戸
田
小
中
一

貫
校
の
児
童
及
び
生
徒
が
地
域
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
参

加
し
、
放
流
を
行
い
ま
し
た
。

 

参
加
者
は
カ
ニ
の
脚
に
識
別
用

の
タ
グ
を
付
け
大
き
さ
と
重
量
を

測
定
。
そ
の
後
２
隻
の
船
に
分
か

れ
て
出
航
し
、
港
の
沖
合
約
１
キ

ロ
、
水
深
約
２
０
０
メ
ー
ト
ル
海

域
で
、
児
童
・
生
徒
の
手
に
よ
っ

て
87
匹
の
タ
カ
ア
シ
ガ
ニ
が
放
流

さ
れ
ま
し
た
。

 

な
お
、
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
地
元
飲
食
店
等
の
会
員
事

業
所
や
地
元
の
漁
業
関
係
者
の

方
々
か
ら
多
く
の
ご
協
賛
や
カ
ニ

の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
昨
年
か
ら
続
く
記
録
的
な
カ
ニ

の
不
漁
の
中
、
ご
協
賛
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

原
地
域
の
歴
史
に
つい
て

原（
原
宿
）の
特
徴

　

今
年
度
よ
り
、
原
支
所
青
年
部

長
と
な
り
ま
し
た
、
池
田
和
彦

と
申
し
ま
す
。

　

『
株
式
会
社
ひ
か
り
保
険
サ
ー

ビ
ス
』
に
て
保
険
代
理
店
業
務
に

携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

夏
ま
つ
り
や
飲
食
フ
ェ
ス
等
の

イ
ベ
ン
ト
も
再
開
し
つ
つ
あ
る
中

で
、
青
年
部
活
動
が
地
域
振
興
の

一
助
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
、
戸
田
支
所
の
青

年
部
長
に
な
り
ま
し
た
深
瀬
諒

で
す
。
戸
田
に
移
住
し
て
レ
ス
ト

ラ
ン
『
港
の
キ
ッ
チ
ン
ふ
か
っ
ち

ぇ
』
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
戸
田
の
活

性
化
の
た
め
、
微
力
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
ま
で
以
上
に
事
業
を
通
し
て
交

流
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

去
る
５
月
16
日
（
火
）
午
後
４

時
か
ら
原
地
区
セ
ン
タ
ー
２
階
に

お
い
て
、
本
会
の
通
常
総
代
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
原
浮
島
ふ
る

さ
と
夏
ま
つ
り
、
は
ら
逸
品
う
ま

い
も
の
フ
ェ
ス
、
戸
田
港
ま
つ
り
、

戸
田
さ
ん
さ
ん
ま
つ
り
な
ど
を
開

催
し
ま
し
た
。
感
染
対
策
を
講
じ

な
が
ら
３
年
ぶ
り
の
開
催
に
地
域

住
民
か
ら
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
と
デ
ジ
タ
ル
化
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
賃
上
げ

や
人
手
不
足
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
が
カ
ギ

と
な
り
ま
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
活
用

を
推
進
し
て
行
き
ま
す
。

　

辞
任
に
伴
う
役
員
選
任
の
件
で

は
、
原
支
所
青
年
部
長
に
就
任
し

た
池
田
和
彦
（
ひ
か
り
保
険
サ
ー

ビ
ス
）
さ
ん
と
戸
田
支
所
青
年
部

長
に
就
任
し
た
深
瀬
諒
（
ふ
か
っ

ち
ぇ
）
さ
ん
が
新
理
事
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
総
代
会
終
了
後
、
来

賓
及
び
役
員
で
交
流
会
を
開
催
し
、

懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

通
常
総
代
会
開
催

新
理
事
あ
い
さ
つ

行書東海道 原 初代歌川広重画

原支所 青年部長
池田  和彦

㈱ひかり保険サービス

戸田支所青年部長
深瀬  諒
ふかっちぇ

タ
カ
ア
シ
ガ
ニ
放
流
事
業
の
開
催

沼
津
食
品
衛
生
協
会
戸
田
支
部

『
ま
な
板
再
生
』を
実
施

放流前の講話を聞く生徒・児童放流前の講話を聞く生徒・児童

タカアシガニを放流する児童タカアシガニを放流する児童 タカアシガニのタグ付け作業タカアシガニのタグ付け作業

　

五
回
に
亘
り
原
（
原
宿
）
の
歴

史
概
要
を
記
し
て
き
ま
し
た
が
、

纏
め
と
し
て
幾
つ
か
の
原（
原
宿
）

の
特
徴
を
紹
介
し
ま
す
。

■
原
は
歴
史
的
に
見
て
浮
島
沼
の

成
り
立
ち
と
深
い
関
係
が
あ
り
、

浮
島
沼
を
背
景
と
し
た
富
士
山
の

眺
望
は
街
道
一
大
き
く
、
素
晴
ら

し
い
宿
場
と
し
て
紀
行
文
・
詩
歌
・

絵
画
・
浮
世
絵
等
を
通
し
て
世
に

知
ら
れ
て
い
た
。

■
原
に
は
江
戸
時
代
の
「
原
宿
」

が
出
来
る
以
前
の
鎌
倉
時
代
に

「
原
中
宿
」
と
い
う
東
海
道
（
鎌

倉
道
）
の
宿
場
が
有
っ
た
。

■
原
宿
は
慶
長
十
四
年
の
東
海
道

付
け
替
え
で
宿
の
移
転
後
、
東
西

に
真
っ
直
ぐ
に
形
成
さ
れ
、
街
道

を
挟
ん
で
北
側
に
神
社
、
南
側
に

寺
が
あ
る
の
は
他
の
宿
に
は
例
を

見
な
い
。

■
原
宿
は
原
宿
西
町
・
東
町
・
大

塚
町
の
三
町
で
構
成
さ
れ
、
規
模

と
し
て
は
小
さ
い
が
、
石
高
で
は

上
位
に
あ
り
、
半
農
半
漁
の
恵
ま

れ
た
宿
で
あ
っ
た
。

■
原
宿
内
に
は
六
つ
の
寺
が
あ

り
、
全
て
の
寺
が
白
隠
禅
師
と
の

所
縁
（
関
係
）
を
持
っ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
寺
は
愛
称
で
呼
ば
れ
、

親
し
ま
れ
て
い
る
。
又
、
原
に
は

海
の
字
の
山
号
が
付
く
寺
（
海
上

山
長
興
寺
・
海
源
山
西
念
寺
・
海

岸
山
大
通
寺
） 

が
三
ヶ
寺
あ
る
。

■
原
宿
に
は
白
隠
禅
師
生
誕
の
地

（
無
量
堂
）・
住
職
を
し
て
い
た
松

蔭
寺
、
シ
ー
ボ
ル
ト
も
絶
賛
し
た

東
海
道
の
名
園「
帯
笑
園
」が
あ
り
、

大
名
・
公
家
・
文
人
墨
客
・
画
家
・

歌
人
な
ど
が
多
く
訪
れ
、
文
化
交

流
・
情
報
交
換
の
場
と
し
て
江
戸

（
東
京
）
と
京
（
京
都
）
を
つ
な

ぐ
架
け
橋
に
も
な
っ
て
い
た
。

■
原
宿
は
浮
島
沼
で
獲
れ
る
鰻
の

蒲
焼
や
富
士
さ
ん
盛
り
の
蕎
麦
が

有
名
で
、
弥
次
喜
多
の
東
海
道
中

膝
栗
毛
の
中
に
も
出
て
く
る
。

　

次
回
よ
り
原
の
寺
・
神
社
を
紹

介
し
ま
す
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

  

望
月 

宏
充

（
原
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
会
会
長
）
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戸
田
港
ま
つ
り
開
催

　

戸
田
の
夏
の
風
物
詩
で
あ
る

「
第
44
回
戸
田
港
ま
つ
り
」
が
今

年
も
７
月
22
日
に
（
土
）
開
催
さ

れ
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や

フ
ィ
ナ
ー
レ
と
な
る
海
上
花
火
大

会
ま
で
盛
り
だ
く
さ
ん
の
１
日
と

な
っ
て
い
ま
す
。

 

青
年
部
主
催
の
『
海
上
段
ボ
ー

ル
レ
ー
ス
』
で
は
例
年
段
ボ
ー
ル

で
作
っ
た
船
に
よ
る
熱
い
レ
ー
ス

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
昨
年
は

直
前
の
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
現
在
レ
ー
ス
参
加
者
の

追
加
募
集
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
興
味
の
あ
る
方
は
商
工
会
戸
田

支
所
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 

沼
津
食
品
衛
生

協
会
戸
田
支
部
で

は
、
５
月
29
日
に

「
ま
な
板
再
生
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

戸
田
支
部
が
30
年

以
上
前
に
始
め
、

今
で
は
周
辺
の
食

品
衛
生
協
会
に
も

広
が
っ
て
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ

の
日
は
、
地
区
内

の
事
業
所
や
一
般

家
庭
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
合
わ

せ
て
54
枚
の
ま
な
板
を
磨
き
上
げ

ま
し
た
。

　

５
月
18
日
、
商
工
会
主
催
の
「

タ
カ
ア
シ
ガ
ニ
放
流
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
漁
獲
量
が
減
少
す
る

タ
カ
ア
シ
ガ
ニ
に
危
機
感
を
抱
い

た
地
元
有
志
に
よ
り
生
態
調
査
と

資
源
保
護
を
目
的
と
し
て
始
ま
り
、

そ
の
後
商
工
会
事
業
と
し
て
引
き

継
が
れ
、
ト
ロ
ー
ル
漁
の
禁
漁
期

間
が
始
ま
る
５
月
の
中
〜
下
旬
に

か
け
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

ま
た
今
年
も
地
元
戸
田
小
中
一

貫
校
の
児
童
及
び
生
徒
が
地
域
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
参

加
し
、
放
流
を
行
い
ま
し
た
。

 

参
加
者
は
カ
ニ
の
脚
に
識
別
用

の
タ
グ
を
付
け
大
き
さ
と
重
量
を

測
定
。
そ
の
後
２
隻
の
船
に
分
か

れ
て
出
航
し
、
港
の
沖
合
約
１
キ

ロ
、
水
深
約
２
０
０
メ
ー
ト
ル
海

域
で
、
児
童
・
生
徒
の
手
に
よ
っ

て
87
匹
の
タ
カ
ア
シ
ガ
ニ
が
放
流

さ
れ
ま
し
た
。

 

な
お
、
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
地
元
飲
食
店
等
の
会
員
事

業
所
や
地
元
の
漁
業
関
係
者
の

方
々
か
ら
多
く
の
ご
協
賛
や
カ
ニ

の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
昨
年
か
ら
続
く
記
録
的
な
カ
ニ

の
不
漁
の
中
、
ご
協
賛
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

原
地
域
の
歴
史
に
つい
て

原（
原
宿
）の
特
徴

　

今
年
度
よ
り
、
原
支
所
青
年
部

長
と
な
り
ま
し
た
、
池
田
和
彦

と
申
し
ま
す
。

　

『
株
式
会
社
ひ
か
り
保
険
サ
ー

ビ
ス
』
に
て
保
険
代
理
店
業
務
に

携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

夏
ま
つ
り
や
飲
食
フ
ェ
ス
等
の

イ
ベ
ン
ト
も
再
開
し
つ
つ
あ
る
中

で
、
青
年
部
活
動
が
地
域
振
興
の

一
助
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
、
戸
田
支
所
の
青

年
部
長
に
な
り
ま
し
た
深
瀬
諒

で
す
。
戸
田
に
移
住
し
て
レ
ス
ト

ラ
ン
『
港
の
キ
ッ
チ
ン
ふ
か
っ
ち

ぇ
』
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
戸
田
の
活

性
化
の
た
め
、
微
力
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
ま
で
以
上
に
事
業
を
通
し
て
交

流
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

去
る
５
月
16
日
（
火
）
午
後
４

時
か
ら
原
地
区
セ
ン
タ
ー
２
階
に

お
い
て
、
本
会
の
通
常
総
代
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
原
浮
島
ふ
る

さ
と
夏
ま
つ
り
、
は
ら
逸
品
う
ま

い
も
の
フ
ェ
ス
、
戸
田
港
ま
つ
り
、

戸
田
さ
ん
さ
ん
ま
つ
り
な
ど
を
開

催
し
ま
し
た
。
感
染
対
策
を
講
じ

な
が
ら
３
年
ぶ
り
の
開
催
に
地
域

住
民
か
ら
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
と
デ
ジ
タ
ル
化
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
賃
上
げ

や
人
手
不
足
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
が
カ
ギ

と
な
り
ま
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
活
用

を
推
進
し
て
行
き
ま
す
。

　

辞
任
に
伴
う
役
員
選
任
の
件
で

は
、
原
支
所
青
年
部
長
に
就
任
し

た
池
田
和
彦
（
ひ
か
り
保
険
サ
ー

ビ
ス
）
さ
ん
と
戸
田
支
所
青
年
部

長
に
就
任
し
た
深
瀬
諒
（
ふ
か
っ

ち
ぇ
）
さ
ん
が
新
理
事
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
総
代
会
終
了
後
、
来

賓
及
び
役
員
で
交
流
会
を
開
催
し
、

懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

通
常
総
代
会
開
催

新
理
事
あ
い
さ
つ

行書東海道 原 初代歌川広重画

原支所 青年部長
池田  和彦

㈱ひかり保険サービス

戸田支所青年部長
深瀬  諒
ふかっちぇ

タ
カ
ア
シ
ガ
ニ
放
流
事
業
の
開
催

沼
津
食
品
衛
生
協
会
戸
田
支
部

『
ま
な
板
再
生
』を
実
施

放流前の講話を聞く生徒・児童放流前の講話を聞く生徒・児童

タカアシガニを放流する児童タカアシガニを放流する児童 タカアシガニのタグ付け作業タカアシガニのタグ付け作業

　

五
回
に
亘
り
原
（
原
宿
）
の
歴

史
概
要
を
記
し
て
き
ま
し
た
が
、

纏
め
と
し
て
幾
つ
か
の
原（
原
宿
）

の
特
徴
を
紹
介
し
ま
す
。

■
原
は
歴
史
的
に
見
て
浮
島
沼
の

成
り
立
ち
と
深
い
関
係
が
あ
り
、

浮
島
沼
を
背
景
と
し
た
富
士
山
の

眺
望
は
街
道
一
大
き
く
、
素
晴
ら

し
い
宿
場
と
し
て
紀
行
文
・
詩
歌
・

絵
画
・
浮
世
絵
等
を
通
し
て
世
に

知
ら
れ
て
い
た
。

■
原
に
は
江
戸
時
代
の
「
原
宿
」

が
出
来
る
以
前
の
鎌
倉
時
代
に

「
原
中
宿
」
と
い
う
東
海
道
（
鎌

倉
道
）
の
宿
場
が
有
っ
た
。

■
原
宿
は
慶
長
十
四
年
の
東
海
道

付
け
替
え
で
宿
の
移
転
後
、
東
西

に
真
っ
直
ぐ
に
形
成
さ
れ
、
街
道

を
挟
ん
で
北
側
に
神
社
、
南
側
に

寺
が
あ
る
の
は
他
の
宿
に
は
例
を

見
な
い
。

■
原
宿
は
原
宿
西
町
・
東
町
・
大

塚
町
の
三
町
で
構
成
さ
れ
、
規
模

と
し
て
は
小
さ
い
が
、
石
高
で
は

上
位
に
あ
り
、
半
農
半
漁
の
恵
ま

れ
た
宿
で
あ
っ
た
。

■
原
宿
内
に
は
六
つ
の
寺
が
あ

り
、
全
て
の
寺
が
白
隠
禅
師
と
の

所
縁
（
関
係
）
を
持
っ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
寺
は
愛
称
で
呼
ば
れ
、

親
し
ま
れ
て
い
る
。
又
、
原
に
は

海
の
字
の
山
号
が
付
く
寺
（
海
上

山
長
興
寺
・
海
源
山
西
念
寺
・
海

岸
山
大
通
寺
） 

が
三
ヶ
寺
あ
る
。

■
原
宿
に
は
白
隠
禅
師
生
誕
の
地

（
無
量
堂
）・
住
職
を
し
て
い
た
松

蔭
寺
、
シ
ー
ボ
ル
ト
も
絶
賛
し
た

東
海
道
の
名
園「
帯
笑
園
」が
あ
り
、

大
名
・
公
家
・
文
人
墨
客
・
画
家
・

歌
人
な
ど
が
多
く
訪
れ
、
文
化
交

流
・
情
報
交
換
の
場
と
し
て
江
戸

（
東
京
）
と
京
（
京
都
）
を
つ
な

ぐ
架
け
橋
に
も
な
っ
て
い
た
。

■
原
宿
は
浮
島
沼
で
獲
れ
る
鰻
の

蒲
焼
や
富
士
さ
ん
盛
り
の
蕎
麦
が

有
名
で
、
弥
次
喜
多
の
東
海
道
中

膝
栗
毛
の
中
に
も
出
て
く
る
。

　

次
回
よ
り
原
の
寺
・
神
社
を
紹

介
し
ま
す
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

  

望
月 

宏
充

（
原
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
会
会
長
）
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原
地
区
の
今
後
に
つ
い
て

　

本
年
度
よ
り
原
地
区
連
合
自
治

会
会
長
に
就
任
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
山
本
幸
平
で
す
。

　

連
合
自
治
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
委
員
会
の
活
動
の
目
的
で
あ

る
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く

り
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
通
し
て
相
互
の
交
流
も
は

か
れ
る
よ
う
、
活
発
な
活
動
を
心

が
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
に

よ
り
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
大
き

く
変
わ
り
、
自
治
会
活
動
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
求
め
る
ニ
ー
ズ

が
変
わ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
地

域
住
民
の
高
齢
化
と
同
時
に
、
役

員
も
高
齢
化
が
進
み
、
担
い
手
の

確
保
が
難
し
い
状
況
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

自
治
会
活
動
に
は
魅
力
や
メ
リ

ッ
ト
が
な
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
住
民
同
士
で
の
助
け
合
い
、

住
み
よ
い
町
に
す
る
た
め
に
は
必

要
な
組
織
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
継

続
し
て
い
く
た
め
に
自
治
会
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
メ
リ
ッ
ト
を

も
う
一
度
考
え
て
戴
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

■
地
域
の
人
と
交
流
で
き
る

地
域
活
動
目
的
の
一
つ
が
、
地
域

住
民
の
交
流
で
す
。
お
祭
り
・
運

動
会
・
餅
つ
き
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
清
掃
な
ど
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
顔
を
合
わ

せ
て
い
る
う
ち
に
親
し
く
な
り
、

個
人
的
に
交
流
が
始
ま
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
地
域
と
学
校
の
連

帯
・
協
働
に
よ
る
教
育
で
す
。

■
災
害
時
の
助
け
合
い
に
つ
な
が

る災
害
時
に
は
住
民
同
士
の
助
け
合

い
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
大
規
模
な

災
害
が
発
生
し
た
直
後
は
公
共
の

支
援
が
届
き
に
く
い
だ
け
で
な
く
、

情
報
が
混
乱
し
や
す
い
状
況
で
す
。

普
段
か
ら
地
域
活
動
を
通
し
た
交

流
が
あ
れ
ば
、
避
難
所
や
支
援
な

ど
の
情
報
を
共
有
し
や
す
く
な
り

ま
す
。

　

新
た
な
自
治
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
に
向
け
住
民
皆
様
の
ご
理

解
と
協
力
を
賜
り
、
「
沼
津
一
住

み
よ
い
ま
ち
」
を
目
指
し
、
沼
津

市
商
工
会
・
学
校
・
連
合
自
治
会

と
の
協
働
に
よ
り
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
沼
津
市
商

工
会
の
益
々
の
発
展
を
祈
願
し
挨

拶
と
し
ま
す
。

5月16日 沼津市商工会 通常総代会
渡邊会長 挨拶
5月16日 沼津市商工会 通常総代会
渡邊会長 挨拶

原地区連合自治会

会長 山本 幸平

沼津市商工会　ホームページアドレス　http://www.numazu-s.or.jp
　　　　　　　メールアドレス　　　　info@numazu-s.or.jp

再生紙を使用しています。

指
導
員
だ
よ
り

　

先
日
開
催
の
総
代
会
資
料
に
も

記
載
の
と
お
り
、
本
会
の
今
年
度

の
事
業
計
画
の
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ

に
「
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
」
を
挙

げ
て
い
ま
す
。
元
々
の
流
れ
と
し

て
デ
ジ
タ
ル
化
の
波
は
押
し
寄
せ

て
き
て
は
い
た
の
で
す
が
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
様
々
な
シ
ー
ン
で
加

速
し
て
い
る
様
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

先
日
、
数
年
振
り
に
観
戦
し
た

Ｊ
リ
ー
グ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
の
風
景

も
が
ら
り
と
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

チ
ケ
ッ
ト
は
ス
マ
ホ
画
面
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
の
提
示
に
切
り
替
わ
り
ペ

ー
パ
ー
レ
ス
化
さ
れ
、
売
店
も
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
対
応
が
当
た

り
前
。
会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か

ら
決
済
の
電
子
音
が
聞
こ
え
て
い

た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

人
手
不
足
の
声
は
依
然
か
ら
耳

に
し
て
い
ま
し
た
が
、
業
務
の
効

率
化
と
併
せ
て
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ

て
一
気
に
加
速
し
た
印
象
で
す
。

　

商
工
会
で
も
、
最
も
身
近
な
デ

ジ
タ
ル
化
と
し
て
会
計
ソ
フ
ト
の

導
入
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
専

門
家
の
派
遣
等
可
能
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
相
談
い
た
だ
け
る
と
幸

い
で
す
。　
　
　

   

指
導
員
Ｎ
Ｋ

7月・8月の行事予定

沼津法人会原支部
めざします企業の繁栄
と社会への貢献

（公社）

7月 3日（月）理事会
7月10日（月）上期源泉納付期限
原支所
8月  5日（土）原・浮島ふるさと夏まつり
戸田支所
7月22日（土）戸田港まつり

風
水
害
見
舞
金
の

　
　
お
支
払
に
つ
い
て

新
会
員
の
ご
紹
介

事
業
所
名 

（
支
所
・
支
部
名
）

　

代
表
者
名　

業
種

大
嶽
創
建
（
植
田
）

　

大
嶽
慶
浩   

建
設
業

ス
ナ
ッ
ク 

セ
ブ
ン
（
戸
田
）

　

西
川
瞳　

飲
食
業

Ｇ　

Ａ
ｎ
ｚ
ａ
ｉ
㈱
（
浮
島
）

　

安
西
章
司　

建
設
業

髙
橋
マ
ッ
サ
ー
ジ
治
療
院
（
戸
田
）

　

髙
橋
昌
大　

療
術
業

　

６
月
２
日
の
大
雨
に
よ
り
、
原

・
浮
島
地
区
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
大
規
模
な
浸
水
被
害
が
発

生
し
、
事
業
に
支
障
を
生
じ
た
会

員
が
多
数
発
生
い
た
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
商
工
会
の
規

定
に
基
づ
き
、
左
記
の
と
お
り
見

舞
金
を
お
支
払
い
い
た
し
ま
す
。

【
対
象
者
】
床
上
浸
水
以
上
の
被

災
が
あ
っ
た
商
工
会
員

【
見
舞
金
の
額
】
５
，
０
０
０
円

【
手
続
き
方
法
】
対
象
者
は
7
月

末
ま
で
に
、
罹
災
証
明
書
（
コ
ピ

ー
可
）
を
沼
津
市
商
工
会
に
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
そ
の
場
で
見
舞
金

を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。 （

敬
称
略
）


